
 

第１０回除染・廃棄物対策推進会議 次第 

 

  日 時：平成２４年８月２３日（木) １３：３０ 

場 所：本庁舎  ５階 正庁           

 

１ 開会 

 

２ 議題 

(1) 除染の進捗状況について 資料１ 

(2) 除染作業に係る各基準及び共通仕様書について 資料２ 

(3) 災害廃棄物・汚染廃棄物等の処理状況について 資料３ 

(4) その他                    資料４ 

     除染技術実証事業実地試験の実施について 

     仮置場設置に係るリスクコミュニケーション事例について 

 

３ 閉会 



H24.8.23　除染対策課

計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績 計画 発注 実績

1 福島市 ○ ◎（5/21） 22,714 7,474 1,108 264 205 31 634.0 55.0 25.0 2,397 2,390 2,229 1,189 1,189 2,358 2,106 2,106 171

2 二本松市 ○ ○ 5,002 2,318 25 73 72 37 90.0 38.0 24.0 2,729 1,950 1,235 1,000 69 69 69 506 70 1 88 88 25

3 伊達市 ○ ◎(8/10) 14,028 2,561 39 163 89 31 384.0 178.0 1,380 1,380 1,300 1 1 1 1,335 1,335 1,300 18 8 8 10 0 0

4 本宮市 ○ ○ 1,102 2 2 70 1 1 172.0 1,049 20 18 12 12 12 40 40

5 桑折町 ○ ◎（5/29） 1,800 116 68 27 19 177.0 24.0 520 520 520 380 380 364

6 国見町 ○ ○ 167 18 6 6 10.0 450 450 430 365 365 365 21 22

7 川俣町 ○ ○ 5,105 4 4 7 2 2 1,073.0 632 289 289 805 255 255 5 5 5

8 大玉村 ○ ○ 500 489 49 38 28 26 14.0 98 98 97 100 9 9 9 230

9 郡山市 ○ ○ 25,000 147 1 651 343 305 770.5 560 6 6 1 1 1 67 38 38 180 180

10 須賀川市 ○ ◎(8/10) 2,800 102 28 27 4 30.0 3.0 157 130 130 135 135 135 1 1 1

11 田村市 ○ ◎（7/3） 2,000 2,000 65 65 31  965 965 5 水田に含む 水田に含む 水田に含む 620 620 120 120

12 鏡石町 ○ ◎（7/3） 308 3 3 40 30.0 36 36 36

13 天栄村 ○ ◎（5/21） 161 10 4 3 33.0 1.0

14 石川町 ○ ○    35 35 35

15 玉川村 ○ ◎（7/13） 5 8 8 8  

16 平田村 ○ ◎（5/24）  12 22.0

17 浅川町 ○ ◎( 7/13 )  4 3 3  

18 古殿町 ○ ◎（7/17）  9 5 5  

19 三春町 ○ ○   14 11  100 19 19 22 17 17 16 16 16

20 小野町 ○ ○    

21 白河市 ○ ○ 1,316 224 195 195 110.0 4 4 4 340 31 31 31 40 40 71

22 西郷村 ○ ◎（7/13） 6,900 200 18 8 500.0 25.0 25.0 25 25 25 40 40 28 250 104

23 泉崎村 ○ ◎（5/21） 1,000 1 7 7 20.0 1.3

24 中島村 ○ ◎（7/13） 257 4  

25 矢吹町 ○ ◎（7/13） 150 22 1 1 13.0 132 132 132

26 棚倉町 ○ ◎（7/3） 30 10 14.0

27 矢祭町 ○    

28 塙町 ○    

29 鮫川村 ○ ◎（8/3） 23   20 50 50 50 30 15 15

30 会津若松市    

31 喜多方市    

32 北塩原村    

33 西会津町    

34 磐梯町    

35 猪苗代町    

36 会津坂下町 ○ △    

37 湯川村 ○ ◎（7/13） 600 446 446 40 39 35 42.8 13.0 13.0 住宅及び道路は住民協力により実施

38 柳津町 ○    

39 三島町 ○    

40 金山町    

41 昭和村 ○    

42 会津美里町 ○ ◎（6/11）    

43 下郷町    

44 檜枝岐村    

45 只見町    

46 南会津町    

47 新地町 ○ ◎（6/11）  9 6 3  調整中 35 35

48 相馬市 ○ ○ 415 165 15 17 2 2 30.6 12.6 12.6 調整中 44 44

49 南相馬市 ○ ○ 337 337 17 170 132 132 58.0 58.0 28.0 調整中 13 13 調整中 0.2 0.2 調整中 18 18 調整中 0.35 0.35

50 広野町 ○ ◎（6/12） 1,908 1,908 1,256 56 56 19 73.9 73.9 46.0 500 110

51 川内村 ○ ○  961 433  6 6  500 400 150 245 住宅に含む 145

いわき 52 いわき市 ○ ○  50 5  54 51  1,080 水田に含む 水田に含む 水田に含む 3,444 0

93,628 19,084 3,403 2,287 1,415 975 4,301.8 482.8 173.6 13,198 8,371 6,433 4,086 1,505 304 4,859 4,669 4,618 2,292 1,128 75 4,031 224 187

41 36 25 18 14 28 27 26 22 12 7 18 15 15 11 7 6 14 17 17 13 10 5 9 6 5

◎は法定計画策定済（２１） （住宅、公共施設等、道路：平成24年8月除染対策課調べ／水田、畑地、樹園地、牧草地、森林（生活圏）：平成24年8月農林地再生対策室調べ）
○は緊急実施基本方針に基づく計画策定済→法定計画移行協議中（１４）

△は法定計画策定協議中（１）

 除染対策事業交付金に係る市町村除染地域における除染実施状況

市町村名
汚染状況
重点調査
地域指定

除染計画
策定

平成２４年７月末 ※計画は24年度年間計画に23年度実績を加えたもの。空欄の場合は未定も含む。

備考
住宅：戸 公共施設等：施設 道路：km 水田：ha 畑地：ha 樹園地：ha 牧草地：ha 森林（生活圏）：ha

合計

市町村数

県北

県中

県南

会津

南会津

相双

資料１ 



除染作業に係る各基準及び共通仕様書について 

 

平成２４年８月２３日 

除 染 対 策 課 

１．趣旨 

 福島県及び市町村が鋭意実施している除染については、主に建設土木業者が

受託しており、その発注体系も従来の工事体系を踏襲していることから、土木

工事同様に設計、積算、発注、契約、作業、管理を的確に実施することが、除

染を効果的、円滑に進めるためには重要である。このことから、除染業務を発

注する際に参考となるこれら基準の作成整備をおこなった。 

 

２．除染作業実施の事務的な流れ 

  

         【作成基準等】 

 

設計・数量計算→住宅における除染モデルケース（近日、市町村に送付） 

 ↓ 

積  算  → 福島県除染作業暫定積算基準（平成２４年８月１５日発出） 

 ↓ 

発注・業者選定→公募型随意契約（除染作業業務委託）の手続き 

↓     （平成２３年１２月２８日発出） 

契約の締結 → 除染作業業務委託契約書例（平成２４年７月１８日改正） 

 ↓ 

作業の実施 → 福島県除染作業共通仕様書（平成２４年７月１８日発出） 

↓   

施工管理  → 除染作業に係る技術指針（平成２４年１月３１日発刊） 

 ↓ 

業務完了 

 

３．各基準・共通仕様書について 

1） 住宅における除染モデルケースの作成 

① 内容 

本県における統計調査をもとに住宅敷地面積毎にモデルケースを作成し、

住宅除染に伴う数量計算や図面作成の簡便化を図った。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

② 用途 

市町村が実施する住宅除染の設計において、宅地面積が記録されている財

産台帳等からケース毎に集計し、ケースで示されている数量を乗じて設計数

量を算出し、積算の基礎とする。 

 

モデル種別 敷地面積範囲（A） モデル敷地面積 想定立地 

ケース１ A＜200ｍ2 150m2 市街地 

ケース２ 200m2≦A＜300m2 250m2 市街地 

ケース３ 300m2≦A＜500m2 400m2 市街地周辺 

ケース４ 500m2≦A＜1,000m2 700m2 郊外 

ケース５ 1,000m2≦A＜1500m2 1,200m2 郊外 

資料２ 



③ 効果 

 設計積算の迅速化 

 発注者の事務負担の軽減 

  

 

2） 福島県除染作業暫定積算基準の作成 

① 内容 

  住宅や道路除染の除染対象部位毎に対して下表のとおり定めると共に、

除染手法毎の経費算出基準や単価決定基準、諸経費などの積算根拠につい

て定めた。 

    

除染対象 対象部位 除染経費算出基準 

住宅地等 屋根､屋上 屋根(ｺﾝｸﾘｰﾄ以外) 高圧水洗浄 

  樋 軒樋 高圧水洗浄 

  壁 壁 高圧水洗浄 

  庭 未舗装面 除草･堆積物除去※ 

      表土の削り取り※ 

    舗装面(ｺﾝｸﾘｰﾄ面) 高圧水洗浄 

    側溝 高圧水洗浄 

    客土敷き 山砂 （又は砕石）敷き 

道路工 共通   高圧水洗浄 

  
路肩 除草 

人力除草工 

  機械除草工 

  樹木 除草 植樹剪定 

  

道路付属物 

ガードレール 清掃 

  ガードパイプ 清掃 

  デリネータ 清掃 

  標識 清掃 

  路面 清掃 路面清掃車 

  

排水施設 
側溝 

機械清掃 

  人力清掃 

  集水桝 人力清掃 

  ※については、参考資料に掲載した工種を示す。 

 

② 位置付け 

福島県が実施する除染作業の積算に使用する。併せて、市町村が実施する

除染作業の積算の参考資料とする。 

 

3） 除染作業委託契約書例の改正 

① 内容 

  除染作業を契約する際の委託契約書のひな形の改正。主な改正概要は

次のとおりである。 

ｲ. 共同企業体による定めを追加 

ﾛ. 福島県元請・下請関係適正化指導要綱を準用する旨を追加 

ﾊ. 現場代理人の追加とその役割を追加 

ﾆ. 監督員の立会い及び作業記録の整備等の定めを追加 

ﾎ. 賃金又は物価の変動に基づく業務委託料の変更に関する定めを



追加 

ﾍ. 中間検査に関する定めを追加 

ﾄ. 部分払いに関する定めを追加 

 

② 効果 

 福島県財務規則や各市町村の会計則に基づく適切な執行 

 賃金変動などのインフレ等に対する適正な対応 

 部分払いによる受注者の資力への影響を最小化 

 

4） 福島県除染作業共通仕様書の作成 

① 内容 

本来の共通仕様書については、総則（契約書の補足）、材料規定、

作業手順や留意事項、施工管理基準等からなるが、今回作成した共通

仕様書は別に改正した除染作業業務委託契約書の補足を主眼とし、順

守しなければならない事項を盛り込んだ。このことにより、受託者の

体制、検査体制、監督員権限の定義、安全体制、法令遵守などが規定

された。なお、総則以外については、除染関係ガイドライン（環境省、

除染業務に係る技術指針（福島県）を準用する。 

 

② 位置付け 

   除染発注時の設計図書の一部及び契約図書の一部 

  

 

４．除染関係図書の公表 

 

① 公表する基準 

 福島県除染作業共通仕様書 

 福島県除染作業暫定積算基準 

② 公表予定時期 

平成２４年９月上旬ころ 

③ 公表予定場所 

 除染対策課 

 県政情報センター 

 各地方振興局 

 

 

５．参考 

  農地及び生活圏の森林除染の積算基準については、福島県農林水産部より次

のとおり作成されている。 

①農用地除染業務委託積算要領（素案）（福島県農林水産部） 

②生活圏の森林除染に係る暫定技術指針（福島県農林水産部） 

③果樹の除染に係る積算の考え方（素案）（福島県農林水産部） 

 



1.4 庭 

1.4.1 未舗装面 

1.4.1.1 除草･堆積物除去 

原則として福島県土木部「土木工事標準積算基準」公園除草工（V-1-②）を適用する。ただし、狭所

が多く草が密生している場合は下記を適用する。 

 

     ① 草刈機及び人力による除草、集草 

② 人力による堆積物除去 

     ③ 土のう袋への袋詰め 

 ※１ 供用１日当り換算損料を計上する。 

※２ 諸雑費は、熊手・手箕・一輪車等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.4.1.2 表土の削り取り     参考資料 

       ① 機械併用による人力表土削り取り（厚さ3～5cm程度） 

       ② 土のう袋への袋詰め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 諸雑費は、スコップ・ジョレン・一輪車等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

 

 

  
 

1,000m2当り 

名称 規格 単位 数量 摘要 

●労務費     

一般世話役  人 3.6  

普通作業員  人 27.3  

●機械経費     

特殊作業員  人 4.7 草刈機作業 

草刈機損料 肩掛け式、カッター255mm 供用日 4.7 ※1 

ガソリン  Ｌ 28.6 0.76L/h×8h×4.7日 

●材料費     

大型土のう袋  袋  別途計上 

●諸雑費     

諸雑費  ％ 1 労務費の1％ 

計     

1,000m2当り 

名称 規格 単位 数量 摘要 

●労務費     

一般世話役  人 2.3  

普通作業員  人 22.7  

●機械経費     

バックホウ 
クローラ型、山積0.13m3 

排出ガス対策(第1次基準) 
日 0.2 運転単価-7 

●材料費     

大型土のう袋  袋  別途計上 

●諸雑費     

諸雑費  ％ 1.5 労務費の1.5％ 

計     



単位：千トン

1,483 522

（1,886） （955）

19 1

（19） （0.2）

2,166 357

（2,474） （698）

474 -

（373） （373）

3,668 880

（4,379） （1,653）

○「対策地域内」とは、区域見直し前の「警戒区域」及び「計画的避難区域」で、この区域内の災害廃棄物は国が直轄処理を行う
○最右欄「未解体家屋分」とは、損壊家屋の内、市町村が災害廃棄物として今年度以降処理する見込量

方部 発生見込量
処理･処分量

未解体
家屋分

中間処理 最終処分

焼却 木質チップ化 金属くず
コンクリート

殻
その他リサイ

クル
埋立

中通り 389 61 37 2 234 29

会津 17 1.5 3 0 6

173

うち
対策地域

内
0 0 0

26

0.4 6

668

災害廃棄物の処理の現状

平成24年8月23日

災害対策本部環境回復班

平成24年7月末現在　括弧内は発生見込量見直し前（H24.4.13)の数値

17

1,323

浜通り

266 2 50

合計 672 65 90 21 4132,008 48 35

仮置場搬入
済量

19 3

0 00 0

19

資料３－１ 



保管物 保管量 現　状　・　課　題　等

焼却灰
（一般廃棄物）

約46,000㌧
・一時保管中
・埋立可能な8,000Bq/kg以下であっても、最終処分先の確保が困難

し尿汚泥 516㌧
・一時保管中
・埋立可能な8,000Bq/kg以下であっても、最終処分先の確保が困難

稲わら（畜産農家
以外）・牧草

131.4㌧
（全量については調査中）

・131.4㌧は農業系汚染廃棄物処理事業により、一時保管中のもの
・農業系汚染廃棄物処理事業による処理を推進中

もみ殻堆肥 43㌧
（全量については調査中）

・43㌧は農業系汚染廃棄物処理事業により、一時保管中のもの
・農業系汚染廃棄物処理事業による処理を推進中

果樹剪定枝 調査中 ・除染事業又は農業系汚染廃棄物処理事業による処理を検討中

稲わら
(畜産農家)

1,177㌧
・シート等により被覆して、一時隔離保管を継続
・焼却等の処分先の確保が課題
・農業系汚染廃棄物処理事業による処理を進行中

林業振興課(5月末現在）

ほだ木・薪 等
約13,000㎥

(推定)

・汚染したほだ木の搬出場所がないため、新たなほだ木によるきのこ
生産に支障をきたす
・焼却等の処分先が明らかになるまで一時保管

汚泥・汚泥堆肥 267㎥
・汚泥肥料、原料汚泥の暫定基準値を超えており使用できない。8,000
Bq/kg以下であっても最終処分先の確保が困難な状況のため、一時保
管している

技術管理課(8月10日現在)

刈草・伐木・剪定
枝・流木

33㌧ + 985㎥
・焼却施設での引き受けが不可となっている
・搬出先が決まっていない

刈草・伐木 （伐採面積）159,500㎡ ・堆肥化業者から受け入れされないため、一時保管している

※工事により発生した木くずは産業廃棄物

焼却灰
（産業廃棄物）

1,343㎥
・8,000Bq/kg以下については、一部処分が進んでいるが､最終処分先
の確保が困難なため、一時保管中のものが多い

浄水発生土 7,415.4㌧
・1,000Bq/kg以下については、一部処分が進んでいるが､最終処分先
の確保が困難なため、一時保管中のものが多い

バーク 約34,000㌧（推定）
・取引先から受け入れを止められ処理が停滞しているため、製材工場
等の操業に支障をきたす
・再利用や焼却等の処分先が明らかになるまで一時保管

牛ふん堆肥 4,438㌧
（全量については調査中）

・4,438㌧は農業系汚染廃棄物処理事業により、一時保管中のもの
・農業系汚染廃棄物処理事業による処理を推進中

林業振興課（5月末現在）

汚染廃棄物処理の状況

【一般廃棄物】

一般廃棄物課(5月末現在）

環境保全農業課（7月31日現在）

畜産課（4月末現在）

農村基盤整備課(8月17日現在）

【産業廃棄物】

産業廃棄物課（7月、8月現在）

食品生活衛生課（7月9日現在）

環境保全農業課（7月31日現在）

資料３－２ 
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保管物 保管量 現　状　・　課　題　等

汚染廃棄物処理の状況 資料３－２ 

下水汚泥等 約47,000㌧
・保管場所の確保、臭気対策が課題
・一部の濃度の低い汚泥については、堆肥原料として搬出
・処分方法について検討中

アスファルト・コン
クリートがら

55㎥ ・線量が低くても引取先がないため一時保管中

工業用水道課（5月24日現在）

浄水汚泥（工水） 1,260㌧
・天日乾燥処理中
・搬出先の確保が課題

発生土 1,338㎥
・搬出先が決まっていない
・保管に際しての地元の合意形成が困難な状況

　　　　　　１　再生利用の推進　　　セメント原料、堆肥化原料、サーマルリサイクル　など
　　　　　　２　最終処分先の確保

下水道課（7月6日現在）

技術管理課(8月10日現在)

　　　　○　今後の対応

技術管理課(8月10日現在)
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平成 24 年度第１回福島県除染技術実証事業実地試験の実施について 

（第２報）                                                         

平成 24 年８月 23 日 

 

平成 24 年７月 19 日にお知らせした、実地試験を実施する 12 件の技術のうち、下

記の２技術について、実地試験を実施することとなりましたのでお知らせします。 

記 

１ 実地試験 

（１）庄建技術株式会社 

ア 技 術 名：希釈した過酸化水素水による洗浄 

イ 技術概要：構造物を前洗浄後、過酸化水素水による洗浄を行い、放射性物質 

を洗浄・除去する技術 

ウ 実施期間：平成 24 年８月 28 日（火） 

  ※取材可能日時：平成 24 年８月 28 日（火）13 時～14 時までとさせていただきます。 

エ 実施場所：南相馬市内 

 

（２）ｴｺﾎﾞﾝﾄﾞ環境工学ﾘｻｰﾁ株式会社 

ア 技 術 名：ｲｰｺﾝ･ﾎﾟﾘｲｵﾝ工法 

イ 技術概要：高圧温水のｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝによる洗浄効果とﾎﾟﾘｲｵﾝ水の捕捉効果を利用 

した洗浄技術 

ウ 実施期間：平成 24 年８月 28 日（火） 

  ※取材可能日時：平成 24 年８月 28 日（火）13 時～14 時までとさせていただきます。 

エ 実施場所：本宮市内 

 

２ その他 

・当日の取材は、事前の登録制とさせていただきます。下記登録期限までに除染対

策課（電話：024-521-8317 担当：吉田、鈴木、井手）までご連絡をお願いいた

します。 

 ※試験場所等の詳細については、ご連絡の際、別途お知らせいたします。 

【ご登録期限】 

 ○庄建技術株式会社       平成 24 年８月 27 日（月）15 時まで 

 ○ｴｺﾎﾞﾝﾄﾞ環境工学ﾘｻｰﾁ株式会社 平成 24 年８月 27 日（月）15 時まで 

・取材に際しては、別紙「福島県除染技術実証事業実地試験の実施に関する取材 

時のお願い」に記載の注意点にご留意のうえ、取材願います。 

 ・他の技術については、日程が決まり次第、別途お知らせいたします。 

  

福島県 生活環境部 除染対策課 

課 長  遠藤 浩三 (024-521-8056)(内線 2481) 

主 幹   菅野 信志 (024-521-8317)(内線 2488) 

資料４－１ 



 

 

（別添） 

平成 24 年度第１回福島県除染技術実証事業公募選定技術の実地試験調整状況 

No 
申請者名 

（所在地） 

選定技術名 実地試験

実施日 技術の概要 

１ 株式会社ｱｲﾜｺｰﾎﾟ(郡山市) 

循環回収型放射能除染機による一般家屋の除染 
９月上旬

を予定 高圧水を密閉ﾉｽﾞﾙ内で噴射し、洗浄後の汚染水を回収・濾過後

に循環させ再噴射させる除染技術 

２ 
株式会社ｴｰｱﾝﾄﾞｴｰﾏﾃﾘｱﾙ 

(神奈川県) 

ｼｰﾄ状での汚染土壌引き剥がし技術 
９月中旬

を予定 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系接着剤で土壌表面のｺｰﾃｨﾝｸﾞを行い、土壌を薄く剥ぎ

取り、減容し保管する技術 

３ 
ｴｺﾎﾞﾝﾄﾞ環境工学ﾘｻｰﾁ 

株式会社（郡山市） 

ｲｰｺﾝ･ﾎﾟﾘｲｵﾝ工法 

８月 28 日 高圧温水のｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝによる洗浄効果とﾎﾟﾘｲｵﾝ水の捕捉効果を

利用した洗浄技術 

４ 株式会社活里（北海道） 

ｾﾞｵﾗｲﾄ含有高分子水溶液の塗膜乾燥剥離による除染 
９月中旬

を予定 
水性の液体を塗布し、乾燥後に剥離することで表面に付着した

放射性物質を含む粉じん、微粒子を除去する技術 

５ 株式会社ｼﾐｽﾞ･ﾋﾞﾙﾗｲﾌｹｱ（東京都）  

汚水飛散ｾﾞﾛ・低圧ﾅﾉﾐｸﾛ蒸気洗浄工法 
９月中旬

を予定 
ﾅﾉﾐｸﾛ蒸気粒子を噴射し、ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ・ふき取り作業により、使

用水量を抑えながら放射性物質を遊離・吸引除去する技術 

６ 庄建技術株式会社（南相馬市）  

希釈した過酸化水素水による洗浄 

８月 28 日 構造物を前洗浄後、過酸化水素水による洗浄を行い、放射性物

質を洗浄・除去する技術 

７ ﾀｰﾌｻｲｸﾙ株式会社（東京都） 

人工芝ﾌｨｰﾙﾄﾞにおける充填材除去装置 
９月中 

を予定 
集じん機能付きﾚﾉﾏﾁｯｸにより人工芝等の充填材の抜き取りを

行い、人工芝ﾌｨｰﾙﾄﾞの除染を行う技術 

８ 東急建設株式会社（東京都） 

車載型水処理装置 ８月 22 日

～ 

８月 23 日 

車載型水処理装置を用いて、防火水槽・ﾌﾟｰﾙ・貯水池等の汚染

水を循環させながら除染する技術 

９ 
戸田建設株式会社(東京都) 

三協興産株式会社(神奈川県) 

ﾌﾞﾗｽﾄによる路面（ｱｽﾌｧﾙﾄ）等の除染 

８月 22 日 金属片を路面（ｱｽﾌｧﾙﾄ）等に吹き付けることにより路面に付着

した放射性物質を除去する技術 
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株式会社ﾊﾞｲﾉｽ（千葉県） 

東電環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 

日立 GE ﾆｭｰｸﾘｱｰ･ｴﾅｼﾞｰ株式会社  

株式会社大林組（以上、東京都） 

ﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙ天然界面活性剤洗浄液を用いた除染技術 ８月 30 日

～ 

８月 31 日 

を予定 

ﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙ天然界面活性剤洗浄液の散布により道路等の除染を行

い、回収した廃液を浄化する技術 

11 
前田建設工業株式会社 

（東京都） 

福島ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ再生に向けた農業用水の広域的汚染ﾊﾞﾘｱｼｽﾃﾑ 
９月中旬

を予定 
懸濁物質に吸着されたｾｼｳﾑと溶存性のｾｼｳﾑを効果的に捕捉・除

去する技術 

12 
三井住友建設株式会社 

（東京都） 

放射線量平面分布計測ｼｽﾃﾑを用いた情報化施工技術 
９月上旬

を予定 
GPS 受信機を搭載した放射線計測車を用い、線量ﾏｯﾌﾟをﾘｱﾙﾀｲﾑ

に表示する技術 

 

 



仮置場設置に係るリスクコミュニケーション事例について 

平成２４年８月２３日 

除染対策課 

１ 概要 

  市町村が仮置場の確保に苦慮している状況を考慮し、仮置場設置に係る調

整の一助とするため、県内市町村における仮置場設置に係る住民説明会等の

リスクコミュニケーションの事例を取りまとめ、市町村に提供する。 

 

２ リスクコミュニケーションの主な取り組み事例 

【選定の方法】 

行政区等が検討し提案された候補地を選定 

○ 行政区長に対する放射線、仮置場に関する講演会を実施し、その後各行

政区ごとに仮置場候補地を協議、選定してもらった。 

 

  ○ 除染説明会を地区ごとに開催し、町内会等に仮置場候補地の選定及び

地元調整を依頼。その後、町内会等からの要請により、住民説明会を開

催し理解を得た。 

 

  ○ 行政区全体集会を開催し、住民から地域としての除染希望の有無や仮

置場候補地の提案を受け選定した。 

 

  市町村が候補地を選定し住民の理解を得て選定 

  ○ 市町村全域を対象とする仮置場の候補地を選定し、設置地区の住民説

明会を開催して理解を得た。 

 

○ 地域ごとに仮置場の候補地を選定し、直近の町内会に対してまず説明会

を開催し概ね了解を得た後、地域内の全町内会長への説明会を開催して理

解を得た。 

 

【住民説明会】 

  説明方法 

○ 仮置場の構造とその安全性を繰り返し説明するとともに、除染を進める

上での仮置場の必要性を訴えた。 

 

  ○ 子どもが集まる場所周辺の放射線量など、住民が不安に思っているこ

とを事前に把握し、説明会の中で示すことで除染の必要性を訴えた。 

資料４－２ 



 

 ○ 市町村は除染の必要性や仮置場の必要性を示す程度にし、放射能の不安

に対しては正しく理解してもらえるよう、専門家が説明することとした。 

 

  ○ 行政区長が説明会の進行を行い、住民から除染希望の有無や仮置場候

補地について意見を出してもらった。 

 

  ○ 説明会には、できるだけ首長が出席することとした。 

 

○ 放射線量の距離による減衰効果の理解のため、放射性物質を含む焼却

灰を使用し、離隔距離ごとの放射線量を出席者に実際に測定、確認して

もらった。 

 

説明会資料、資材 

○ 住民説明会では、図を多用した簡潔で分かりやすい資料を使用した。 

 

  ○ 放射性物質の除去方法や保管、運搬の手順について、写真やパンフレ

ットを基に丁寧に説明した。 

 

○ 仮置場で使用するフレキシブルコンテナ、遮水シート等の実物を展示

し、仮置場の安全性の理解促進を図った。 

 

  ○ 除染情報プラザで作成した除染の必要性を説明した映像や仮置場模型

を活用した。 

 

【その他】 

  現地視察等 

  ○ 仮置場等の線量の状況を理解してもらうため、住民による仮置場の現

地視察や除染モデル住宅の除染前後のモニタリングを実施した。 

 

  ○ 区長会研修において、先進地の仮置場現地調査を通して、仮置場の必

要性等について理解を深めてもらった。 

 

  研修会の開催 

○ 放射線に対する理解を深めてもらうため、住民を対象に研修会を実施 

した。 
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